
身
辺
あ
れ
こ
れ

【
番
外
】

令
和

年

月

日

7

5

12

一
畑
薬
師
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
開
所
式
の
こ
と

酒

井

董

美

た
だ

よ
し

月

日
（
日
）

時
か
ら
島
根
半
島
四
十
二
浦
巡
り

5

11

11

再
発
見
研
究
会
の
標
記
の
企
画
が
あ
り
、
筆
者
は
、
組
織

の
副
座
長
と
い
う
立
場
か
ら
、
除
幕
の
大
役
を
与
え
ら
れ

て
い
る
の
で
、
松
江
市
役
所
の
駐
車
場
で
落
ち
合
っ
た
、
事

務
局
長
で
あ
る
木
幡
育
夫
氏
の
車
に
便
乗
さ
せ
て
も
ら
っ

て
、
会
場
に
駆
け
つ
け
た
。
便
乗
仲
間
に
は
幹
事
で
あ
る

日
比
谷
勝
氏
も
お
ら
れ
た
。

幸
い
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
て
い
た
の
で
、
外
の
テ
ン
ト

の
中
で
式
は
行
わ
れ
た
。
本
会
の
会
長
で
も
あ
り
、
一
畑

薬
師
管
長
で
あ
る
飯
塚
大
幸
氏
が
導
師
と
な
り
、
式
典

は
無
事
終
了
し
た
。

こ
の
島
根
半
島
四
十
二
浦
巡
り
再
発
見
研
究
会
は
平

成

年

月

日
に
結
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
年
で

22

3

14

15

周
年
に
な
る
。
会
員
名
簿
を
見
る
と

名
と
な
っ
て
い
る
。

93

ま
さ
に
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
団
体
で
あ
る
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
は
、
写
真
で
も
分
か
る
よ
う
に
二
部
屋
で
あ
り
、
内

部
も
そ
れ
な
り
に
展
示
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
開
所
式
で
あ
る
が
、
来
賓
に
は
亀
井
亜
紀

子
衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
、
飯
塚
俊
之
出
雲
市
長
、
上

定
昭
仁
松
江
市
長
（
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
会
長
）
ほ

か
の
行
政
関
係
者
も
見
ら
れ
た
の
は
、
ち
ょ
っ
と
不
思
議

だ
と
思
っ
た
の
が
率
直
な
筆
者
の
感
想
で
あ
る
。

こ
れ
も
島
根
半
島
四
十
二
浦
巡
り
と
い
う
、
江
戸
時

代
か
ら
続
く
当
地
の
信
仰
習
俗
を
大
切
に
す
る
研
究
会
へ

の
敬
意
と
、
式
場
が
一
畑
薬
師
と
い
う
よ
く
知
ら
れ
た
古

刹
で
あ
る
こ
と
と
事
務
局
の
努
力
と
も
相
ま
っ
て
、
歴
々

の
方
々
が
認
識
さ
れ
、
開
所
式
出
席
の
実
現
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
、
筆
者
な
ど
は
考
え
て
い
る
。

開
所
式
は
貴
谷
麻
以
氏
（
元
松
江
市
議
会
議
員
）
の
司
会
で
、
来
賓
の
方
々
の
祝
辞
の
後
、
会
員
で

あ
る
遠
藤
膣
子
氏
の
華
麗
な
歌
唱
と
演
舞
を
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
無
事
終
了
し
た
、

室
内
に
は
筆
者
の
提
供
し
た
出
雲
地
方
の
民
話
「
初
夢
長
者
」「
大
歳
の
火
」「
天
人
女
房
」「
炭
焼

き
小
次
郎
」
な
ど

話
も
福
本
隆
男
氏
の
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
原
話
の
語

10

り
の
音
声
も
ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
聴
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
作
業
に
つ
い
て
は
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
入
れ
た
音
源
を
、
す
で
に
Ｖ
Ｌ
Ｃ
社
に
渡
し
て
い
る
の

で
、
そ
ろ
そ
ろ
出
来
上
が
る
頃
か
と
思
わ
れ
る
。
会
場
に
セ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
、
元
の
語
り
が
聴
け
る

よ
う
に
な
る
。
素
晴
ら
し
い
時
代
に
な
っ
た
も
の
だ
と
思
う
筆
者
な
の
で
あ
る
。

㊧ 室内展示物の一部 ㊨ 開所式上祭壇と後方はビジターセンター


